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，

　
昭
和
２
０
年
代
の
終
り
に
ほ
陵
戦
前
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
た
国
民
の
消
費
生
活
は
、
３
０
年
以
降
の
経
済
成
長
に
よ
っ
て
消
費
革
命
、

生
活
革
新
と
い
わ
れ
る
質
的
な
改
善
を
伴
い
な
が
ら
著
し
く
向
上
し
て
き
た
。
し
か
し
、
４
８
年
秋
の
石
油
危
機
を
契
機
に
高
度
経
済

成
長
は
終
り
を
告
げ
低
成
長
の
時
期
に
入
る
と
、
国
民
の
消
費
生
活
の
向
上
は
停
滞
せ
ざ
る
を
得
た
く
た
り
、
今
後
は
従
来
の
よ
う

な
発
展
は
到
底
望
み
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
度
成
長
期
に
お
げ
る
国
民
の
消
費
生
活
の
発
展
と
、
そ
れ
が
イ
ソ
フ
レ

を
経
て
低
成
長
期
に
入
る
と
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
統
計
的
に
分
析
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
消
費
生



活
の
発
展
を
展
望
す
る
上
で
必
要
な
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
消
費
生
活
に
関
す
る
高
度
の
計
量
分
析
の
成
果
を
理
解
す
る
上
か
ら
も
有

益
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
国
民
の
消
費
生
活
の
向
上
は
単
な
る
量
的
な
発
展
だ
げ
で
は
な
く
質
的
な
改
善
を
も
伴
う
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
を
全
面
的
に
取
り
扱
う
こ
と
は
資
料
上
の
制
約
か
ら
不
可
能
に
近
い
。
本
稿
で
は
消
費
生
活
の
量
的
向
上
を
家
計
収

支
と
の
関
連
で
分
析
す
る
に
す
ぎ
た
い
が
、
そ
れ
を
基
礎
に
他
の
間
題
を
考
察
し
て
始
め
て
ト
ー
タ
ル
た
国
民
の
消
費
生
活
の
向
上

に
迫
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
行
な
う
家
計
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
る
消
費
分
析
の
限
界
を
考
察
し
て
お
こ
う
。
国
民
の
消
費
生
活
の

向
上
は
生
活
に
必
要
な
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
用
（
満
足
）
の
増
大
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
主

観
的
な
効
用
の
測
定
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
そ
れ
は
消
費
す
る
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
数
量
の
増
加
に
比
例
す
る
も
の
と

仮
定
し
て
、
消
費
量
に
ょ
っ
て
測
定
す
る
し
か
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
測
定
単
位
を
異
に
す
る
多
様
た
財
と
サ
ー
ビ
ス

の
消
費
量
の
総
合
は
、
そ
れ
ら
の
貨
幣
価
値
の
合
計
す
な
わ
ち
消
費
額
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時
問
的
比
較
の
場
合

に
は
物
価
変
動
の
影
響
を
免
れ
る
た
め
に
、
不
変
価
格
で
評
価
し
替
え
た
実
質
消
費
額
に
よ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
Ｌ
か
し
、
家
計
調
査
の
デ
ー
タ
で
は
主
婦
が
家
計
簿
に
記
載
し
た
購
入
額
の
意
味
に
お
げ
る
消
費
支
出
額
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
実
際
の
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
額
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
消
費
支
出
額
と
消
費
額
の
違
い
が
間
題
に
な
る
の

は
耐
久
消
費
財
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
耐
久
消
費
財
の
消
費
（
使
用
）
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
た
わ
れ
、
購
入
と
消
費
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
著
し
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
家
計
調
査
の
耐
久
消
費
財
の
消
費
支
出
額
（
調
査
世
帯
の
一
部
の
み
で
購
入
さ
れ
た

耐
久
消
費
財
の
総
額
を
調
査
世
帯
総
数
で
除
し
て
平
均
し
た
も
の
）
が
、
世
帯
全
体
が
保
有
す
る
耐
久
消
費
財
の
実
際
の
消
費
額
の
平
均
に

近
似
す
る
と
仮
定
し
得
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
は
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
た
保
証
は
汰
い
か
ら
、
家
計
が
豊
か
に
な
り
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保
有
耐
久
消
費
が
多
く
た
る
に
っ
れ
て
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
よ
り
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
題
は
ま
た
居
住
サ
ー
ビ
ス
に

も
み
ら
れ
る
の
で
あ
－
っ
て
、
家
計
調
査
の
家
賃
地
代
は
高
所
得
階
級
程
値
が
ハ
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
高
所
得
階
級
程

実
際
に
消
費
し
た
住
窄
の
居
住
サ
ー
ビ
ス
が
小
さ
い
か
ら
で
は
な
べ
、
持
家
世
帯
が
多
く
家
賃
を
支
払
う
借
家
世
帯
が
相
対
的
に
少

な
い
÷
」
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
私
有
資
産
か
ら
得
ら
れ
る
サ
ー
ピ
ス
の
把
握
が
不
十
分
で
あ
る
上
に
、
更
に
公
園
、
道
路
等
の
公
共
資
産
か
ち
得
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
ゴ
、
・
・
処
理
、
公
衆
衛
生
、
そ
の
他
行
政
か
ら
与
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
完
全
に
欠
落
す
る
。
他
面
に
お
い
そ
、

経
済
の
発
展
に
伴
う
産
業
公
害
、
交
通
公
害
、
都
市
の
過
密
に
よ
る
居
住
環
境
の
悪
化
等
が
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
い
住
居

費
、
保
健
医
療
費
、
交
通
費
等
の
増
加
と
な
っ
て
部
分
的
に
は
１
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
十
分
に
は
反
映
さ
れ
て
い
力
小
こ
と

を
忘
れ
て
は
た
ら
ぬ
。

二
　
資
料
の
説

明

　
こ
シ
、
で
は
国
民
の
消
費
生
活
の
向
上
を
家
計
収
支
と
の
関
連
で
分
析
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
収
入
、
支
出
両
面
が
得
ら
れ
ゐ
勤
労

者
世
帯
の
デ
ー
タ
に
よ
ら
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
故
に
広
く
国
民
の
消
費
生
活
の
分
析
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
長
期
的
に
は

勤
労
者
世
帯
と
全
世
帯
（
勤
労
者
世
帯
と
他
の
世
帯
の
合
計
）
の
消
費
支
出
は
併
行
的
で
あ
る
か
ら
、
勤
労
者
世
帯
の
分
析
に
よ
っ
て

全
世
帯
の
消
費
生
活
の
向
上
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
分
析
に
利
用
す
る
デ
ー
タ
は
３
０
年
か
ら
５
４
年
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
変
動
を
逐
年
調
べ
る
こ
と
は
煩
雑
で
あ
り
、
ま
た

長
期
的
な
特
徴
を
見
失
う
結
果
に
た
り
易
い
。
そ
こ
で
経
済
的
に
有
意
義
な
年
の
み
に
つ
い
て
比
較
を
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中



間
の
時
点
に
お
げ
る
変
化
の
傾
向
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
家
計
収
支
の
デ
ー
タ
は
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り

変
化
は
漸
次
的
で
あ
一
て
激
変
す
る
こ
と
窪
い
か
ら
で
あ
る
。
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
年
は
３
。
年
、
葦
、
〃
年
お
よ
び
弘
年
と
す

る
・
３
０
年
は
戦
後
の
経
済
成
長
の
出
発
点
の
年
で
あ
り
、
４
０
年
は
３
０
年
代
の
経
済
成
長
が
一
段
落
し
て
不
況
に
陥
っ
た
年
で
あ
る
。

仰
年
鴉
年
代
の
高
度
経
済
成
長
の
最
後
の
年
で
あ
り
、
翠
は
イ
ソ
フ
レ
・
低
成
長
期
ぶ
げ
る
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
最
新
の
年

で
あ
る
・
消
費
支
出
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ぱ
４
８
年
ま
で
は
従
来
の
傾
向
的
な
変
動
が
続
い
て
お
り
、
４
９
年
か
ら
イ
ソ
フ
レ
に
よ
る
著
し

い
変
化
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
〃
年
よ
り
為
年
を
比
較
時
点
に
と
る
方
が
よ
い
と
も
い
・
兄
る
の
で
あ
る
が
、
名
目
の
収
入
、

支
出
に
は
牽
か
ら
イ
ソ
フ
レ
の
影
響
が
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
〃
年
を
境
に
前
後
・
ヵ
年
ず
っ
で
比
較
に
便
利
な
こ
と
茎
っ

て
・
４
７
年
を
比
較
時
点
と
し
た
。
そ
し
て
、
総
理
府
統
計
局
の
家
計
調
査
は
３
７
年
ま
で
は
人
口
５
万
以
上
の
都
市
に
生
活
す
る
世
帯

（
単
身
者
世
帯
は
除
く
）
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
３
８
年
か
ら
全
国
の
非
農
林
漁
家
世
帯
に
－
拡
大
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
３
０
１
４
０
年
は
人
口

５
万
以
上
の
都
市
の
デ
ー
タ
に
ょ
り
、
如
年
以
降
は
全
国
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
・
。
年
基
準
の
物
価
指
数
で
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

質
化
し
た
の
で
、
５
０
年
の
価
格
で
評
価
し
替
え
た
金
額
で
分
析
し
た
こ
と
に
な
る
。

家
計
調
査
に
よ
る
消
費
支
出
は
伝
統
的
蓋
料
費
、
住
嚢
、
光
熱
費
、
被
服
費
及
び
雑
費
の
・
大
項
是
分
類
さ
れ
、
そ
れ
が

更
に
中
習
・
小
項
目
に
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
今
目
の
罠
の
消
君
活
の
実
情
に
マ
ツ
チ
し
た
い
い
ろ
い
ろ
な

問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
雀
例
ト
又
ほ
、
家
計
に
と
一
て
大
き
蓋
担
凄
つ
て
い
る
教
育
費
の
額
を
知
ろ
う
と
し
て

も
・
各
項
目
に
分
散
し
て
い
る
た
め
に
直
ぐ
に
は
わ
か
レ
な
い
の
で
あ
り
、
同
様
の
こ
と
が
教
養
娯
楽
費
に
っ
い
て
も
い
え
る
。
ま

た
・
水
道
料
窪
居
費
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
光
熱
費
と
い
つ
し
よ
写
る
方
が
妥
当
で
あ
言
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
発
表
さ

れ
て
い
る
消
費
支
出
の
デ
ー
タ
を
組
み
替
え
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
も
の
に
修
正
す
る
こ
と
婆
料
の
関
係
か
畠
難
で
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
五
一
五
）
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労
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統
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研
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発
表
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
婁
利
用
せ
ざ
る
を
婁
い
が
、
雑
費
に
っ
い
て
は
そ
れ
を
二
つ
に
分
げ
る
こ
と
に
し
た
・
雑
費
獲
健

医
療
、
交
通
通
信
、
教
養
娯
楽
等
の
世
帯
員
に
直
接
、
間
接
必
要
な
財
と
サ
ー
ピ
ス
を
購
入
す
る
項
目
と
・
仕
送
り
金
・
負
担
費
・

交
際
費
、
こ
づ
か
い
等
の
よ
う
に
そ
う
で
な
い
習
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
後
者
隻
た
家
計
に
と
っ
て
は
い
わ
ぱ
半
強
制
的

に
差
し
引
か
れ
合
理
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
前
者
と
異
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
別
項
目
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
し
て
前
者
を
雑
費
（
財
サ
ー
ビ
ス
）
、
後
者
を
雑
費
（
そ
の
他
）
と
乎
ぶ
こ
と
に
レ
尚
・

（
１
）
　
人
ｂ
５
万
以
上
の
都
市
の
５
０
年
基
準
の
物
価
指
数
は
３
０
年
代
の
値
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
４
５
年
基
準

　
　
の
指
数
か
ら
比
例
換
算
に
よ
っ
て
求
め
た
。
そ
し
て
、
副
食
品
と
し
好
食
品
の
物
価
指
数
は
４
５
年
以
降
し
か
作

　
　
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
内
訳
項
目
の
指
数
を
ウ
ェ
イ
ト
で
加
重
平
均
し
て
算
出
し
た
。
ま
た
、
教
育
と
文

　
　
房
具
を
総
合
し
た
物
価
指
数
が
要
る
の
で
同
様
に
し
て
求
め
た
。
自
動
車
等
関
係
費
の
物
価
指
数
は
４
５
年
以
降

　
　
し
か
な
く
、
ま
た
内
訳
項
目
の
指
数
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
イ
ソ
フ
レ
の
影
響
が
な
い
４
５
－
４
８
年

　
　
の
指
数
に
複
利
曲
線
を
当
て
は
め
、
そ
れ
を
用
い
て
補
外
推
計
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
に
計
算
し
て
求
め
た
値
を

　
　
示
す
と
下
の
表
の
よ
う
で
あ
る
。

一
。
一
例
え
ぱ
、
伊
藤
セ
ツ
「
労
働
者
家
計
の
収
支
項
目
分
類
に
関
す
る
一
考
察
」
国
民
生
活
セ
ソ
タ
ー
『
国
民
生

　
　
活
研
究
』
第
１
３
巻
第
２
号
。

一
３
一
総
理
府
統
計
局
は
最
近
の
多
様
化
し
た
消
費
の
実
態
に
適
応
し
、
ま
た
国
際
比
較
を
可
能
に
す
る
よ
乏
家

　
　
計
収
支
項
目
分
類
の
改
正
を
５
６
年
－
月
分
か
ら
行
な
い
、
３
８
１
５
５
年
分
も
新
分
類
に
よ
る
再
計
算
の
結
果
を
発

　
　
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
分
析
に
必
要
た
新
分
類
に
よ
る
デ
ー
タ
が
そ
ろ
わ
狂
い
か
ら
・
こ
こ
で
は
旧
分

　
　
類
の
結
果
に
よ
っ
た
。

育
具
　
房
教
文

『

車
費
動
係
　
関

７８１

５７２

６

６
一

３

口
叩

食好し

３９３

６

３
一

４

３９４

品食副

１
■

２２

２１３

８８３

年
３
０

３
７

４
０｛

５
上
市

口
以
都

人
万
の

８
■

９４５
●

９４７

８
一

３０仏国全



三
収
支
バ
ラ
ソ

ス

　
ま
ず
勤
労
者
家
計
の
収
支
バ
ラ
ソ
ス
か
ら
み
て
い
こ
う
。
家
計
の
収
入
に
は
所
得
と
し
て
の
収
入
（
実
収
入
と
い
う
）
の
ほ
か
に
、

貯
金
の
引
出
し
、
有
価
証
券
の
売
却
、
借
入
金
、
月
賦
購
入
等
資
産
の
減
少
、
負
債
の
増
加
に
よ
る
収
入
（
実
収
入
以
外
の
収
入
と
い

う
）
が
あ
る
が
、
家
計
は
実
収
入
の
範
囲
内
で
そ
の
支
出
を
賄
う
の
が
正
常
で
あ
り
、
実
収
入
以
外
の
収
入
に
よ
っ
て
収
支
バ
ラ
ソ

ス
を
保
っ
の
は
不
健
全
で
あ
る
か
ら
、
実
収
入
に
よ
る
収
支
バ
ラ
ソ
ス
を
み
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
勤
労
者
家
計
は
実
収
入
か
ら
租

税
、
杜
会
保
険
料
等
（
非
消
費
支
出
と
い
う
）
を
支
抵
っ
た
残
り
の
可
処
分
所
得
を
消
費
と
貯
蓄
に
振
り
向
げ
る
（
実
際
に
は
こ
の
貯
蓄

の
中
に
は
負
債
の
返
済
が
合
ま
れ
全
部
が
資
産
の
増
加
に
充
て
ら
れ
る
の
で
た
い
か
ら
黒
字
と
い
う
）
。
今
勤
労
者
家
計
の
収
支
バ
ラ
ソ
ス
の

変
化
を
み
る
と
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
実
収
入
の
増
加
の
テ
ソ
ポ
を
み
る
と
、
３
０
１
４
０
年
に
０
Ｈ
・
◎
“
増
加
し
た
の
に
対
し
て
４
０
１
４
７
年
に
は
争
Ｎ
“
増
加
し
、
４
７
１

５
４
年
は
僅
か
Ｈ
０
．
Ｈ
“
の
増
加
に
１
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
値
は
期
問
が
１
０
年
と
７
年
で
違
う
か
ら
、
正
確
に
比
較
す
る
た
め

に
は
年
平
均
増
加
率
に
ょ
ら
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
年
平
均
増
加
率
を
み
る
と
３
０
１
４
０
年
は
ト
ｏ
“
　
４
０
１
４
７
年
は
岬
．
べ
“
で
あ
っ
て

４
０
年
代
の
高
度
成
長
期
の
方
が
実
収
入
の
増
加
の
テ
ソ
ポ
は
ず
っ
と
高
く
、
ま
た
４
７
１
５
４
年
は
ド
蜆
“
で
あ
っ
て
増
加
の
テ
ソ
ポ
が

半
分
以
下
に
落
ち
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
実
収
入
の
処
分
構
造
の
変
化
を
み
よ
う
。
ま
ず
実
収
入
に
対
す
る
非
消
費
支
出
の
割
合
（
担
税
率
）
は
３
０
年
は
一
Ｈ
』
“
で
あ

っ
た
が
４
０
年
は
ｏ
◎
・
ｏ
“
に
低
下
し
て
お
り
、
３
０
年
代
は
担
税
率
の
軽
減
が
家
計
の
所
得
を
高
め
る
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
４
０
年
と
４
７
年
の
非
消
費
支
出
の
割
合
は
同
じ
ｏ
。
．
ｏ
“
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
期
間
に
は
担
税
率
は
所
得
増
加
に
ー
対
し
て
中
立
的
で
あ

　
　
　
勤
労
者
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
五
一
七
）
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蛾
－
　
蟹
蝶
雌
蛾
斗
◎
貢
料
ン
“
＼
メ

　
　
　
　
　
”
一
滞
灘
（
曲
四
一
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
一
擁
舞
洋
樹
（
哉
）

三
四
（
五
一
八
）

〇
一
柵
蝸
遠
誉
機
（
“
）

＞
口
蜆
ｄ
眞
ト

ｅ
婁
苛

怜
　
　
　
　
囲

＞
口
ｍ
ｄ
眞

ト
◎
婁
尋

怜
　
　
囲

舟
未
植
遠
旨
機

…
工
喜

き
工
事
一
暴
。
。
・
土
葺

毒
丁
王
器
き
＼
。
。
◎

ミ
＼
ら

農
＼
ミ

き
主
ミ
与
書

糊
　
貢
　
＞

ト
ｏ
ｐ
Ｈ
竈
　
雷
二
岩

雷
一
Ｈ
芦
お
Ｃ
。
一
９
◎
Ｏ
．
Ｎ
９
◎
５

Ｈ
Ｏ
◎
一
◎
Ｈ
◎
◎
一
◎

Ｈ
◎
◎
．
◎
Ｈ
Ｏ
◎
．
◎
Ｈ
◎
◎
一
◎

胃
．
◎
　
ミ
』
　
宕
．
Ｈ

卜
ｏ
　
閉
一
ベ
　
ド
岬

半
董
蝿
糾
圧

ｏ
ｏ
』
お
　
９
◎
お

９
蜆
ｏ
。
仁
■
』
ｏ
．
ｏ
ｏ
　
ｏ
。
宰
富
ｏ

■
』
　
　
ｏ
。
．
ｏ

ｃ
ｏ
．
ｏ
　
◎
◎
．
ｏ
　
冨
．
◎

ミ
一
岬
　
ト
“
ｏ
ｏ
　
雪
．
◎

、
ｏ
．
蜆
　
伽
．
ベ
　
ベ
．
ｏ

司
虐
ヰ
斗
翁

畠
一
〇
。
８
　
竃
一
ｃ
。
き

８
』
讐
嵩
９
８
べ
轟
９
ｏ
．
Ｎ
０
。

－
§
一
◎
ｓ
ｐ
◎

§
９
◎
ｓ
９
◎
ｓ
◎
一
◎

雷
』
　
仁
“
ｂ
９
　
崖
．
ｏ

蜆
』
　
　
岬
．
ベ
　
ド
ｏ

董
蝿
料
氏
轟
』
Ｈ
ｏ
。
　
胃
一
〇
。
墨

お
一
〇
。
ｃ
ｏ
ｍ
８
一
〇
〇
島
ト
ｏ
竃
一
お
◎
。

ｏ
９
◎
◎
　
ｏ
◎
～
一
～

～
｝
的
　
べ
ｏ
◎
ｋ
　
ミ
一
〇

呂
．
ｏ
ｏ
　
ｏ
ｏ
ｏ
』
　
５
一
仁

卜
Ｎ
　
ト
り
　
Ｈ
．
ｏ
◎

湘
　
　
　
　
柑

“
ｏ
．
ｏ
．
ｏ
．
　
Ｈ
◎
二
〇
。
Ｈ

Ｈ
◎
』
§
ミ
』
串
　
震
一
ｃ
．
ｏ
．
ｏ

や
～
　
Ｎ
ｇ
ｏ
。

ミ
一
～
　
ミ
一
ｑ
　
竃
一
心

心
◎
Ｈ
．
◎
ｏ
　
ｏ
。
閉
』
　
宕
』

Ｈ
Ｈ
．
べ
　
ｏ
．
Ｎ
　
～
．
岬

董
蝿
昧
曹
寓
誌
灘

（
９
肯
１
Ｉ
Ｈ
◎
◎
）

◎
ｏ
◎
」
　
　
仁
卜
ｏ
ｏ

忘
．
蜆
　
　
震
．
ｏ
０
　
　
Ｈ
ミ
．
◎

畠
．
べ
　
忘
．
蜆
　
竃
．
閉
　
ｃ
ｏ
．
◎
。
　
岬
ｋ
　
Ｈ
◎
．
Ｎ

三
一
　
　
．
　
　
　
　
　
　
－
一
’
　
１
　
　
　
　
　
、
■
■
一
－
■
　
！
　
　
　
１
Ｅ
■
　
１
　
１
－
－
』
一
　
「
　
　
．
【
　
　
　
　
　
一
■
　
１
　
　
　
■

鳩
挙
一
露
蝿
尋
欝
卑
副
『
概
睾
誰
塒
舟
難
』
『
養
鳩
昧
曹
蕾
誌
灘
舟
誰
』

っ
た
と
い
え
、
５
４
年
に
は
Ｈ
ド
◎
“
に
急
増
し
て
い
る
か
ら
、
４
７
１
５
４
年
は
担
税
率
の
上
昇
が
所
得
増
加
を
削
減
す
る
作
用
を
し
た
ご

と
が
わ
か
る
。
次
に
非
消
費
支
出
の
増
加
率
を
実
収
入
の
増
加
率
と
比
べ
る
と
、
前
者
は
３
０
年
代
は
低
い
が
４
０
－
４
７
年
は
ほ
ぽ
等
し

く
、
４
７
１
５
４
年
は
ず
っ
と
高
く
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
収
入
に
対
す
る
非
消
費
支
出
の
割
合
が
３
０
年
代
は
減
少
し
、
４
０
１
４
７
年
は

一
定
で
あ
り
、
４
７
１
５
４
年
は
増
加
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
。
一
般
に
構
成
比
率
が
増
加
、
不
変
、
減
少
す
る
時
は
そ
の
項
目
の
増
加

率
が
総
額
の
増
加
率
よ
り
も
大
き
い
、
等
し
い
た
い
し
は
ほ
ぽ
等
し
い
、
小
さ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
名
目
、
実
質
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
場
合
に
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
構
成
比
率
の
変
化
か
ら
増
加
率
の
大
小
を
知
り
得
る
の
で
、
以
後
は
特
に
必
要
で
な
い
限
り
構

成
比
率
の
変
化
の
み
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
先
に
述
べ
た
担
税
率
の
変
化
が
所
得
増
加
に
及
ぽ
す
効
果
は
、
実
収
入
と
可
処
分
所
得
（
手
取
り
所
得
）
の
増
加
率
の
比
較
に
よ
っ



て
明
ら
か
に
な
る
◎
す
た
わ
ち
、
３
０
年
代
は
担
税
率
が
低
下
し
た
た
め
に
可
処
分
所
得
の
方
が
実
収
入
よ
り
も
増
加
率
は
大
き
く
、

千
峯
は
担
繋
が
変
ら
な
か
一
た
の
で
両
者
の
増
加
率
は
相
等
し
く
、
千
牽
は
担
税
率
の
上
昇
に
よ
つ
て
可
処
分
所
得
の

増
加
率
の
方
が
低
く
な
一
た
’
１
葦
は
実
収
入
の
増
袈
著
し
く
鈍
化
し
た
上
に
担
税
率
の
上
昇
に
よ
る
所
得
削
減
効
果
の
た

め
に
ふ
労
老
ポ
計
の
手
取
り
所
得
の
増
加
率
猛
１
〃
年
の
増
袈
の
釜
く
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

勤
労
者
家
計
は
可
処
分
所
得
を
効
用
極
大
の
原
則
に
従
っ
て
消
費
と
貯
蓄
に
配
分
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
支
出
と
黒
字
の
割

合
は
可
処
分
所
得
に
対
し
て
求
め
淳
れ
ぱ
な
婁
い
。
可
処
分
所
得
に
対
す
る
消
費
支
出
の
割
合
一
平
均
消
費
性
向
一
は
釦
年
は

８
奏
と
い
う
高
い
率
で
あ
一
奈
、
以
後
次
第
に
低
下
し
て
隼
簑
・
ミ
に
な
り
、
〃
年
に
簑
・
ミ
集
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
消
費
支
出
の
増
架
が
可
処
分
所
得
の
増
袈
よ
り
朱
さ
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
増
加
率
そ
の
も
の
は
相
当
高
い

か
ら
こ
の
問
に
消
隻
出
水
準
は
大
幅
に
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
午
孝
睾
均
消
費
性
向
の
低
下
は
徴
小
で
あ
り
、

消
費
支
出
の
増
加
も
僅
少
で
あ
っ
た
。

平
均
消
費
性
向
の
低
下
は
黒
字
率
の
上
昇
を
意
味
す
る
か
ら
、
３
・
１
峯
の
高
度
成
長
期
に
は
消
費
支
出
水
準
が
著
し
く
上
昇
す

る
と
同
時
に
黒
字
美
涯
麦
、
勤
労
老
家
計
に
大
き
奪
と
り
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
〃
１
弘
年
の
イ
ソ
フ
レ
．
低

成
長
期
に
は
消
費
十
又
出
と
黒
字
の
増
加
は
僅
か
で
あ
り
、
勤
労
者
家
計
の
向
上
は
余
り
進
ま
な
か
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
拙
稿
「
実
質
消
費
支
出
の
統
計
的
性
質
に
つ
い
て
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第
２
９
巻
第
５
号
、
１
４
１
１
５
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灼
ｌ
ｏ

　
　
　
　
　
た
お
一
構
成
比
率
を
刎
、
項
目
別
の
増
加
率
を
９
、
総
額
の
増
加
率
を
Ｇ
と
す
る
と
、
構
成
比
率
の
差
は
　
§
、
－
§
、
Ｈ
§
、
Ｈ
＋
Ｏ
と

　
　
　
　
な
る
。
こ
れ
か
ら
構
成
比
率
吻
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
項
目
の
場
合
は
、
構
成
比
率
の
差
が
大
き
い
項
目
の
方
が
増
加
率
ｇ
が
大
き
い
と
い

　
　
　
　
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
吻
が
ほ
ぽ
同
じ
で
な
い
項
目
に
っ
い
て
は
、
構
成
比
率
の
差
の
大
小
か
ら
ｇ
の
大
小
を
判
断
す
る
こ
と

　
　
　
　
は
で
き
な
い
。
以
上
の
こ
と
は
同
一
項
目
の
構
成
比
率
の
時
問
的
比
較
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
。

　
　
　
　
勤
労
老
家
計
の
統
計
的
研
究
．
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
五
一
九
）
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三
六
（
五
二
〇
）

四
　
実
収
入
、

非
消
費
支
出

ま
ず
実
収
入
の
内
容
の
変
化
か
ら
そ
い
こ
う
。
勤
労
者
家
計
の
実
収
入
は
世
帯
主
や
妻
、
他
の
世
帯
員
が
労
働
の
対
価
と
し
て

得
た
勤
労
所
得
を
中
心
に
、
嚢
経
営
や
内
職
に
よ
る
所
得
、
利
子
、
配
当
、
家
賃
等
の
財
産
所
得
や
杜
会
保
障
給
付
・
受
贈
・
仕

送
り
金
等
の
振
替
所
得
か
ら
成
つ
て
い
る
。
表
・
に
よ
る
と
３
・
１
牽
、
千
峯
お
よ
び
平
翠
の
全
期
間
を
通
じ
て
実
収
入

）劣位単（成構の入収実２表

１
０
１
１
　
　
　
　
４
６

１

年

７４

４
５

１

鵬
篤
孟
饒
ひ
ふ

Ｆ

１

７
６
１
４
　
　
　
　
６
０

、

年

３５

７
４

１

蛆
篶
肌
臥
鶉
ぴ
ふ

１

１
７
４
２
　
　
　
　
１
４

年

３５

０
４

１

…
舳
慧
孟
鷺
、
ふ

１

６
０
５
７
　
　
　
　
２
２

年

３

０
４

５
■

１

…
舳
慧
皿
臥
鴛
、
ふ

１

人

５
７
８
３
　
　
　
　
２
８

年

５４

０
３

１

蛆
荒
孟
竈
、
ふ

１

員

入
入
主
期
与
他
入
入
入
入

人業有

の
構
成
比
率
に
は
明
確
な
変
化
は
た
く
、
世
帯
主
収
入
が
８
３
１
８
４
劣
、
妻
と
他
ｑ

世
帯
員
の
収
入
が
１
０
％
前
後
、
事
業
内
職
収
入
が
２
％
余
り
、
財
産
収
入
が
１
劣

前
後
、
振
替
収
入
が
３
％
余
り
と
い
う
構
成
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
詳
し
く
み
れ
ぱ

世
帯
主
収
入
の
割
合
は
３
０
１
４
７
年
の
高
度
成
長
期
に
は
増
加
し
、
４
７
１
５
４
年
の
イ
ン
フ
レ
．

低
成
長
期
に
は
少
し
減
少
し
て
い
る
）
。
と
こ
ろ
が
世
帯
主
収
入
の
う
ち
定
期
と
臨
時

．
賞
与
の
割
合
は
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
っ
て
、
臨
時
・
賞
与
の
割
合
で
い
う

と
３
０
年
は
実
収
入
の
岩
・
◎
。
“
で
あ
っ
た
の
が
次
第
に
増
加
し
て
い
き
、
特
に
４
４
年

か
ら
大
き
く
な
っ
て
４
７
年
に
は
芦
Ｈ
“
に
な
り
、
４
８
，
４
９
年
は
イ
ン
フ
レ
手
当
の

支
給
に
よ
っ
て
急
増
し
た
が
、
５
０
年
か
ら
減
少
に
転
じ
、
５
４
年
は
Ｈ
ｏ
．
Ｈ
“
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
勤
労
所
得
に
お
け
る
臨
時
的
収
入
の
増
加
は
妻
や
他
の
世
帯
貝

の
収
入
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
デ
ー
タ
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
試
み
に
臨
時
的
収
入
の
割
合
は
世
帯
主
の
場
合
と
同
じ
と
仮
定
し
て
・
妻



と
他
の
世
帯
員
も
含
め
た
勤
労
所
得
全
体
に
お
げ
る
臨
時
的
収
入
の
割
合
を
計
算
す
る
と
、
３
０
年
鼻
心
次
　
４
０
年
峯
ｏ
“
　
４
０
年

（
全
国
）
宕
．
蜆
“
　
４
７
年
轟
』
“
　
５
４
年
冒
』
“
で
あ
る
。
勤
労
老
家
計
の
収
入
に
お
げ
る
臨
時
的
収
入
の
ウ
ェ
イ
ト
の
増
大
は
、
企

業
が
経
済
成
長
の
成
果
を
労
働
者
に
配
分
す
る
に
１
当
っ
て
将
来
の
負
担
増
を
招
く
定
期
給
与
の
引
き
上
げ
を
極
力
避
げ
て
、
一
時
的

た
賞
与
と
い
う
彩
で
支
給
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
低
成
長
期
に
入
る
と
こ
の
臨
時
的
収
入
の
縮
減
が
予
想
さ

れ
、
．
５
０
年
以
降
の
臨
時
・
賞
与
の
割
合
の
低
下
は
そ
の
玩
わ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

）０
１
０＝入収実（成構の出支費消非３表

年
０
２
一

３

１
↓
４
１

４
５

３
・
３
・
５
．
０
・

１

年

６

８
０
６
２

７
４

８
一
２
．
２
．

３
・
０
．

年

６
０
０
３
２

０
４

８
・
３
一
２
一

３
．
Ｏ

１
年

９
４
２
２
２

０
４

８
一

３
一
２
一

３
・
Ｏ

年

２
０
１
６
５

０
３

１
一
６
・
２
．

２
．
０
・

１
１
出
税
税
費
他

支
得

障

費
所
の
保
の

消
労

会

非
勤
他
杜
そ

勤
労
者
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）

　
次
に
非
消
費
支
出
の
内
容
の
変
化
を
み
よ
う
　
非
消
費
支
出
は
勤
労
所
得
税
、
他
の
税
（
固
定
資
産

税
、
住
民
税
、
自
動
車
税
等
）
、
杜
会
保
障
費
（
健
康
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
料
、
雇
用
保
険
料
等
）
お
よ
び

他
の
非
消
費
支
出
（
借
金
利
子
、
紛
失
金
、
罰
金
等
）
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
の
項
目
は

租
税
と
は
い
え
な
い
私
的
な
も
の
で
あ
る
。
非
消
費
支
出
の
構
成
の
変
化
を
み
る
場
合
、
非
消
費
支
出

を
Ｈ
◎
◎
と
す
る
構
成
比
率
を
と
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
担
税
率
の
変
化
の
要
因
を
知
る
た

め
に
実
収
入
を
Ｈ
８
と
す
る
構
成
比
率
を
計
算
し
た
。
表
３
に
ょ
る
と
３
０
１
４
０
年
の
担
税
率
の
低
下
は

勤
労
所
得
税
の
割
合
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
４
０
１
４
７
年
の
担
税
率
が
ほ
ぽ
一
定
で
あ
っ
た
の
は

引
き
続
き
減
少
す
る
勤
労
所
得
税
の
割
合
を
杜
会
保
障
費
の
割
合
の
増
加
が
相
殺
し
た
結
果
で
あ
り
、

ま
た
４
７
１
５
４
年
の
担
税
率
の
上
昇
は
三
つ
の
租
税
全
部
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が

特
に
杜
会
保
障
費
と
他
の
税
の
増
加
が
大
き
く
響
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
杜
会
保
障
制
度
が
充
実

し
成
熟
す
る
に
従
っ
て
杜
会
保
険
料
の
負
担
が
重
く
た
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
国
民
生
活
の
向
上

に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
役
割
の
重
要
性
の
高
ま
り
は
お
の
ず
か
ら
地
方
税
（
他
の
税
）
の
負
担
増
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
五
二
一
）

、



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
．
四
．
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
五
二
二
）

も
た
ら
す
の
で
あ
る
が
、
５
０
年
以
降
の
低
成
長
期
に
な
っ
て
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
今
後
も
担
税
率
の
上
昇
が

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
、

五
　
消
　
費
　
支

出

表
１
ｃ
に
よ
る
と
実
質
消
費
支
出
は
・
。
１
翠
に
姜
“
・
・
１
峯
婁
．
ミ
増
加
し
た
の
で
あ
一
て
・
３
・
１
〃
年
の
高
度
成

長
期
に
勤
労
尋
計
の
消
費
生
活
は
著
し
－
上
昇
し
た
か
で
あ
る
が
、
平
髪
一
墓
の
増
碧
す
ぎ
ず
消
費
生
活
の
向
上
は

僅
か
で
あ
つ
た
。
な
お
、
年
平
均
増
加
率
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
消
費
支
出
の
増
加
の
テ
ソ
ポ
は
甲
翠
吉
為
－
牽
の
方

が
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
、
３
０
年
代
の
前
半
は
消
費
者
物
価
が
非
常
に
安
定
し
て
お
り
後
半
か
ら
物
価
上
昇
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
・

３
０
１
脆
年
と
干
翠
に
分
げ
て
実
質
消
費
支
出
の
年
平
均
増
加
率
を
計
算
す
る
と
、
前
半
は
ト
奏
後
半
は
◎
・
．
ミ
で
あ
っ
て
・

３
０
１
３
５
年
は
４
０
－
４
７
年
に
匹
敵
す
る
テ
ソ
ポ
で
消
費
生
活
が
向
上
し
た
の
で
あ
る
・

　
実
質
消
費
支
出
の
上
昇
は
実
質
所
得
の
増
加
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
所
得
が
大
幅
に
ふ
え
る
時
は
消
費
支
出
も
大
き
く

増
加
し
、
所
得
の
増
加
が
鈍
化
す
る
と
消
費
支
出
の
増
加
も
小
幅
に
な
る
。
図
１
は
実
質
可
処
分
所
得
に
対
す
る
実
質
消
費
支
出
の

推
移
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
は
直
線
的
な
関
係
が
存
在
し
、
且
つ
そ
の
直
線
は
３
０
年
以
降
５
４
年
ま
で
大
体
同
じ

で
あ
る
と
い
え
る
。
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
の
問
に
直
線
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
可
処
分
所
得
の
増
分
の
う
ち
消
費
支
出
の

増
加
に
振
り
向
げ
る
割
合
一
隈
界
消
費
性
向
一
が
翠
以
降
大
体
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
直
線
関
係
か
ら
大
き
く
離
れ

た
の
は
竿
畢
で
あ
つ
て
、
石
油
危
機
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
か
ら
翠
の
可
処
分
所
得
の
増
分
が
・
に
な
る
と
勤
労
者
家
計
は
消
費

支
出
を
大
き
く
節
減
し
て
生
活
防
衛
に
努
め
、
５
０
年
は
そ
の
反
動
で
可
処
分
所
得
の
増
分
以
上
に
消
費
支
出
を
ふ
や
し
・
５
１
年
は
可



）年
５
４

３
０和昭（関相の出支費消と得所分処可図

年
４
７

一
「上以

５
万
市
口
都

人
の

円万
２
４

２
２０２８１伯 目

青

イ所分処可質実

４，２１
１
０８

円
０
　
　
８
　
　
６

万
２
　
　
１
　
　
１

　
実
質
消
費
支
由

刊

口

”

８
　
　
　
　
６

処
分
所
得
が
減
少
し
た
が
消
費
支
出
の
切
り
下
げ
を
僅
か
に
と
ど
め
て
消

費
支
出
を
元
の
直
線
軌
道
に
戻
し
た
の
で
あ
っ
て
、
５
２
年
か
ら
は
再
び
従

来
と
ほ
ぼ
同
じ
限
界
消
費
性
向
で
消
費
支
出
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
限
界
消
費
性
向
が
大
体
一
定
で
あ
る
こ
と
は
、
高
度
経
済
成
長
の
過

一
程
で
生
活
革
新
と
い
わ
れ
る
よ
う
た
生
活
様
式
の
大
き
た
変
化
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
勤
労
者
家
計
の
消
費
・
貯
蓄
行
動
が
基
本
的
に
は
変
り

た
く
、
低
成
長
の
時
期
に
入
っ
て
も
不
変
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
以
上
の
実
質
消
費
支
出
の
増
大
は
当
然
消
費
内
容
の
著
し
い
変
化
を
伴

　
っ
て
い
毛
　
一
般
に
所
得
が
大
き
く
た
り
消
費
支
出
が
向
上
す
る
に
つ
れ

て
、
飲
食
費
や
家
賃
、
水
道
料
、
光
熱
費
等
の
必
需
的
項
目
の
割
合
が
低

下
し
、
代
っ
て
家
具
、
家
庭
用
機
器
、
高
級
衣
服
や
教
養
娯
楽
、
レ
ク
リ

干
シ
一
ソ
等
の
蓼
的
・
選
択
的
性
格
の
晋
の
割
合
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
消
費
支
出
を
時
問
的
に
比
較
す
る
場
合
は
実
質

消
費
支
出
に
よ
ら
淳
れ
窪
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
構
成
比
率
妻
た
実
質
消
費
支
出
か
ら
計
算
し
を
の
で
淳
れ
窪
ら

な
い
で
あ
ろ
う
・
今
５
・
年
価
格
に
ょ
る
実
質
構
成
比
率
を
求
め
る
と
表
・
の
と
お
り
で
あ
る
。
享
大
分
類
項
目
の
比
率
の
変
化
を

み
る
と
・
３
・
１
葦
は
食
料
費
、
光
熱
費
、
雑
費
一
戊
サ
ー
ビ
ス
一
は
減
少
し
、
住
嚢
、
喉
費
、
雑
費
一
そ
の
他
一
が
増
加
し
て

い
る
・
こ
の
こ
と
は
最
初
の
三
っ
の
項
目
の
増
加
率
が
消
費
支
出
の
増
加
率
よ
り
も
小
さ
く
、
後
の
一
一
一
つ
の
項
目
の
増
加
率
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
五
二
三
）

　
　
　
勤
労
老
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）
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生
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什
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他
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わ
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家
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食
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損
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よ
り
も
大
き
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
増
加
率
が
総
額
よ
り
も
犬
き
い
項
目
は
相
対
的
に
・
多
く
支
出
さ
れ
特
に
強
く
消

費
需
要
の
充
足
が
図
ら
れ
た
の
で
膏
、
ま
た
消
費
需
要
の
充
足
の
程
度
が
比
較
的
高
い
段
階
に
到
達
し
た
項
星
い
し
は
充
足
度

は
そ
ん
芝
高
く
た
い
が
緊
要
度
が
小
さ
い
項
目
で
は
、
増
加
率
が
総
額
吉
も
小
さ
く
雲
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
・
３
０
１
３
５
年
は
住
居
費
と
被
服
費
お
よ
び
雑
費
（
そ
の
他
）
に
相
対
的
に
多
く
支
出
さ
れ
特
に
強
く
消
費
需
要
の
充
足
が

な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
３
５
１
４
０
年
は
食
料
費
の
比
率
の
み
が
減
少
し
他
の
項
目
の
比
率
は
全
部
増
加
し
て
い
る
か
ら
、
食

料
費
を
除
い
て
全
面
的
に
相
対
的
に
多
く
消
費
需
要
の
充
足
が
進
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
猛
－
峯
に
は
食
料
費

と
被
服
費
の
比
率
が
滅
少
し
他
の
習
の
比
率
は
増
加
し
て
い
る
か
ら
、
食
料
と
並
ん
で
衣
服
も
消
費
需
要
の
充
足
度
が
比
較
的
高

い
段
階
集
た
緒
果
支
崇
相
対
的
に
雀
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
の
項
目
は
引
き
続
き
相
対
的
に
多
く
の
支
出
が
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
・
午
翠
に
な
る
と
食
料
費
、
麓
費
の
ほ
か
に
住
屠
費
の
比
率
嘉
少
し
、
光
熱
費
と
雑
費
一
財
サ
、
ピ
ス
一
、

雑
費
（
そ
の
他
）
は
比
率
が
増
加
し
て
お
り
依
然
と
し
て
相
対
的
に
多
く
消
費
需
要
の
充
足
が
進
め
ら
れ
た
。

構
成
比
率
の
変
化
を
こ
の
よ
乏
理
解
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
食
料
は
既
に
３
０
年
ま
で
に
充
足
度
が
比
較
的
高
い
段
階
に
あ
り
、

衣
服
は
３
０
年
代
の
終
り
に
・
差
住
億
高
度
成
長
の
末
習
そ
の
段
階
に
達
し
た
と
い
え
る
一
も
つ
と
も
、
劣
悪
窪
宅
事
情
が
改

善
さ
妾
い
し
は
便
利
荏
宅
用
欝
が
出
現
す
る
と
、
新
し
い
需
要
が
起
つ
て
住
居
費
に
相
対
的
隻
く
支
出
さ
れ
る
よ
う
に
雲
で
あ
ろ
う
か

ら
・
充
足
度
の
高
い
段
階
集
た
と
い
一
て
も
現
在
の
生
活
事
寡
変
窪
い
限
り
と
い
う
相
対
的
害
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
差
い
で
あ

ろ
う
）
◎
こ
う
し
て
財
に
対
す
る
消
費
需
要
の
充
足
度
が
高
い
段
階
に
来
た
の
に
対
し
て
、
サ
ー
ピ
ス
に
は
著
像
的
、
文
化
的
性
格

の
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
サ
ー
ピ
ス
に
対
す
る
消
費
需
要
の
充
足
度
は
ま
だ
十
分
で
な
く
、
ま
た
生
活
が
豊
か
に
な
る
と
交
際
費
、

こ
づ
か
い
等
の
必
要
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
た
め
に
、
雑
費
（
財
サ
ー
ビ
ス
）
や
雑
費
（
そ
の
他
）
の
比
率
は
引
き
続
き
増
加
し
た
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の
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
光
熱
費
の
比
率
の
増
加
は
家
庭
用
の
電
化
製
最
や
冷
暖
房
機
器

の
普
及
、
高
度
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
隈
度
が
あ
る
か
ら
や
が
て
比
率
は
減
少
に
向
う
と
考
え
ら
れ
る
・

　
以
上
大
分
類
項
目
の
構
成
比
率
の
変
化
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
分
類
項
目
に
っ
い
て
も
同
様
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
・
そ

し
て
、
中
分
類
の
比
率
の
変
化
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
分
類
の
比
率
の
増
減
の
要
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
・
次
に
そ
れ

を
み
て
お
こ
う
。
し
か
し
、
実
質
構
成
比
率
の
場
合
は
内
訳
項
目
の
比
率
の
和
が
上
簑
目
の
比
率
主
致
し
な
蜂
ら
厳
密
雰

析
は
不
可
能
で
あ
り
、
大
体
の
傾
向
を
知
り
得
る
の
み
で
あ
る
。
ま
ず
食
料
費
を
み
る
と
し
好
食
品
と
外
食
は
増
加
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
そ
の
値
が
小
さ
い
た
め
に
、
主
食
と
副
食
品
の
低
下
に
よ
っ
て
食
料
費
の
比
率
は
減
少
し
た
の
で
あ
る
・
住
居
費
の
比
率
の

増
加
は
ほ
と
ん
ど
家
具
の
増
加
に
よ
る
の
で
あ
り
、
光
熱
費
の
比
率
の
増
加
は
電
気
代
、
ガ
ス
代
の
増
加
に
よ
る
の
で
あ
る
・
ま
た

被
服
費
の
比
率
の
増
減
は
衣
料
の
増
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
雑
費
（
財
サ
ー
ピ
ス
）
で
は
保
健
医
療
、
交
通
通
信
・
自
動
車
等
関
係

費
（
３
８
年
新
設
）
、
教
養
娯
楽
等
の
比
率
が
増
加
を
続
げ
て
お
り
、
特
に
自
動
車
等
関
係
費
と
教
養
娯
楽
が
雑
費
（
財
サ
ー
ビ
ス
）
の
比

率
の
増
加
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
最
後
に
雑
費
（
そ
の
他
）
で
は
全
部
の
費
目
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
・
特
に

交
際
費
と
そ
の
他
が
雑
費
（
そ
の
他
）
の
比
率
の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
・

　
　
（
１
）
　
消
費
支
出
の
大
き
さ
は
世
帯
人
員
に
よ
っ
て
変
る
か
ら
、
同
じ
人
員
当
り
の
値
に
修
正
し
た
上
で
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
・
表

　
　
　
　
４
に
よ
る
と
世
帯
人
員
は
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
人
員
修
正
を
行
っ
た
時
の
増
加
率
は
表
１
の
増
加
率
よ
り
も
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
・

　
　
　
今
総
理
府
統
計
局
算
定
の
世
帯
人
員
に
対
す
る
消
費
支
出
の
回
帰
直
線
を
用
い
て
人
員
修
正
係
数
を
求
虹
、
そ
れ
で
各
年
の
実
質
消
費
支

　
　
　
出
を
４
人
世
帯
の
値
に
換
算
し
た
上
で
年
平
均
増
加
率
を
計
算
す
る
と
、
３
０
１
４
０
年
は
↑
ｏ
“
　
４
０
１
４
７
年
は
“
。
・
栄
　
４
７
１
５
４
年
は
－
．
◎
・

　
　
　
“
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
ｎ
－
１
１
３
べ
－
ジ
。



六
　
黒

字

　
勤
労
者
家
計
は
実
収
入
の
ほ
か
に
貯
金
の
取
り
崩
し
、
財
産
の
売
却
（
資
産
の
減
少
）
や
借
金
に
よ
っ
て
得
た
実
収
入
以
外
の
収
入

が
あ
り
、
そ
れ
に
前
月
か
ら
繰
入
れ
た
手
持
ち
現
金
を
加
え
た
も
の
に
よ
っ
て
、
非
消
費
支
出
と
消
費
支
出
を
支
弁
し
、
貯
金
や
財

産
の
購
入
を
行
な
い
（
資
産
の
増
加
）
借
金
を
返
済
し
、
更
に
翌
月
へ
手
持
ち
現
金
を
繰
越
す
の
で
あ
る
。
非
消
費
支
出
と
消
費
支
出

の
合
計
を
実
支
出
、
資
産
の
増
加
、
負
債
の
減
少
の
た
め
の
支
出
を
実
支
出
以
外
の
支
出
と
い
う
。
そ
こ
で
ー
カ
月
問
の
勤
労
者
家

計
の
収
支
バ
ラ
ソ
ス
は

　
　
柵
貢
＞
十
桃
貫
＞
眞
享
ｅ
貢
＞
十
蒲
＞
紛
１
－
粧
糾
庄
十
挑
糾
庄
眞
卓
◎
浄
圧
十
蒲
欝
紛

　
　
．
．
．
湘
柑
１
１
滅
貴
＞
１
搬
糾
庄
１
１
（
淑
料
圧
算
車
◎
糾
庄
－
柵
貢
＞
９
享
◎
貢
＞
）
十
（
蒲
鱒
紛
－
輸
＞
紛
）

と
た
り
、
黒
字
の
内
訳
は

　
　
湘
柵
１
１
（
鳩
腺
遠
－
塒
蹄
薄
）
十
（
添
跡
薫
－
添
麻
遠
）
十
（
蒲
鷲
紛
－
蒲
＞
紛
）
１
１
踏
蹄
議
遠
十
瓜
疎
詳
灘
十
蒲
鱒
議
遠

で
あ
る
。
繰
越
純
増
は
手
持
ち
現
金
の
増
加
で
あ
る
か
ら
資
産
純
増
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
黒
字
は
資
産
純
増
と
負
債
純

減
の
二
つ
か
ら
成
る
と
い
え
、
そ
れ
ら
は
更
に
表
５
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
表
１
に
よ
る
と
黒
字
は
３
０
１
４
０
年
は
８
Ｈ
．
。
・
“
　
４
０
１
４
７
年
は
。
・
閉
』
“
と
い
う
可
処
分
所
得
を
蓬
か
に
し
の
ぐ
高
い
率
で
増

加
Ｌ
た
の
で
あ
る
が
、
４
７
１
５
４
年
に
は
可
処
分
所
得
に
近
い
Ｈ
０
』
“
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
た
著
し
い
黒
字
の
増
加
は

そ
の
構
成
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
そ
れ
を
み
て
い
こ
う
。
表
５
に
よ
る
と
３
０
１
４
７
年
の
高
度
成
長
期
に
は
資
産

純
増
の
比
率
が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
勤
労
者
家
計
の
資
産
形
成
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
４
８
年
以
降
の
イ
ソ
フ
レ
．
低
成
長
期
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位単（成構の字黒５表

０
３
９
　
０
０
６
　
２
７
４

年

４
５

１

２
２
８
　
１
２
８
　
６
１
３

年

７
４

…
舳
舳
叢
、
舳
４
乱
…
、
圧
ふ

１
１

８
５
０
　
６
７
２
　
　
２
４

年

０
４

０
４
３
４
一
〇
一
３
一
１
６
一
〇
一
〇
一
６
５
一
〇
一
岨
泓
鰍
４
２
　
岨
　
一
１
ｈ
　
１

１

０
３
０
　
１
６
６
　
　
６
０

年

０
４

…
欄
差
、
ｍ
飢
↓
五
眺
、
臥

１
１

年

０
３

‘

｝

Ａ

｝

一
脅
禦
一
驚 地

』
…

士
、

｝ ○む含を入購純券証価有

１
）

注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
五
二
八
）

に
な
る
と
資
産
純
増
が
低
下
し
て
負
債
純
減
の
比
率
が
大
き
く
跳
ね
上

が
っ
て
お
り
、
負
債
の
返
済
が
急
増
Ｌ
て
勤
労
者
家
計
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
３
０
１
４
７
年
に
は
貯
金
純
増
が
飛
躍
的
に

増
加
し
ま
た
土
地
、
家
屋
等
の
財
産
純
増
も
上
昇
し
た
の
に
対
し
て
、

保
険
純
増
と
繰
越
純
増
が
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
し
て
、
月
賦
掛
買
純

減
が
大
幅
に
低
下
し
て
負
債
純
減
の
比
率
の
減
少
の
主
因
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
高
度
成
長
期
に
お
げ
る
黒
字
構
造
の
変
化
は
イ
ソ
フ

レ
・
低
成
長
期
に
は
一
変
す
る
の
で
あ
っ
て
、
貯
金
純
増
が
激
減
し
代

っ
て
経
済
状
勢
の
不
安
定
化
を
反
映
し
て
保
険
純
増
が
ふ
え
、
他
方
で

は
勤
労
者
の
持
家
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
土
地
家
屋
借
金
純
減
が
急
増
し
、

ま
た
月
賦
掛
買
純
減
も
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
産
純

増
の
内
容
が
４
７
年
は
流
動
性
の
高
い
貯
金
純
増
と
有
価
証
券
純
購
入
が

胃
・
◎
“
　
流
動
性
の
低
い
保
険
純
増
と
財
産
純
増
が
心
◎
◎
・
ｏ
。
“
で
あ
っ
た

が
、
５
４
年
は
前
老
が
ｏ
．
ｏ
。
．
ｏ
“
　
後
者
が
。
。
切
』
“
で
あ
っ
て
流
動
性
の
低

い
資
産
が
大
き
く
ふ
え
た
の
で
あ
り
、
住
宅
ロ
ー
ソ
返
済
の
負
担
増
と

あ
い
ま
っ
て
、
豊
か
に
た
っ
た
が
家
計
の
ゆ
と
り
が
そ
れ
程
向
上
Ｌ
な



い
と
い
う
心
理
的
圧
力
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
　
消

費
　
関
　
数

　
１
　
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
の
問
に
は
一
次
（
直
線
）
の
関
数
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
消
費
支
出
の
総

額
だ
げ
で
は
な
く
項
目
別
支
出
に
っ
い
て
も
多
く
の
場
合
成
立
す
る
こ
と
が
経
験
的
に
わ
か
っ
て
い
る
。
最
後
に
可
処
分
所
得
に
対

す
る
消
費
支
出
の
回
帰
式
す
な
わ
ち
消
費
関
数
の
変
化
を
考
察
し
よ
う
。
家
計
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
算
出
し
た
消
費
関
数
は
『
家
計

調
査
年
報
』
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
３
７
年
分
ま
で
は
現
金
実
収
入
階
級
別
の
結
果
よ
り
算
出
し
た
可
処
分
所
得
に
対
す
る
消
費
関
数

（
総
額
と
５
大
項
目
）
と
、
消
費
支
出
総
額
に
対
す
る
項
目
別
消
費
関
数
（
５
大
項
目
と
３
８
中
項
目
）
と
が
あ
っ
た
が
、
泌
年
分
か
ら
は

年
間
収
入
階
級
別
の
結
果
か
ら
計
算
し
た
消
費
支
出
総
額
に
対
す
る
項
目
別
消
費
関
数
の
み
に
な
っ
た
。
消
費
関
数
と
し
て
は
消
費

支
出
総
額
よ
り
も
可
処
分
所
得
を
説
明
変
数
に
す
る
も
の
の
方
が
理
論
的
に
妥
当
で
あ
る
。
な
普
な
ら
ば
、
家
計
は
可
処
分
所
得
を

ま
ず
消
費
す
る
分
と
貯
蓄
や
負
債
の
返
済
に
充
て
る
分
と
に
分
げ
、
そ
の
後
に
前
者
を
い
ろ
い
ろ
な
消
費
項
目
に
配
分
す
る
と
い
う

よ
り
は
、
各
消
費
項
目
と
貯
蓄
や
負
債
の
返
済
を
全
体
と
し
て
考
慮
し
な
が
ら
所
得
配
分
を
行
な
う
の
が
実
際
で
あ
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
消
費
支
出
総
額
が
決
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
可
処
分
所
得
に
対
す
る
消
費
関
数
が
必
要
で
あ
る
が
、
３
８
年
分
以
降
は
そ

れ
が
算
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
　
『
家
計
調
査
年
報
』
か
ら
得
ら
れ
る
消
費
支
出
総
額
に
対
す
る
消
費
関
数
を
、
可
処
分
所
得
に
対

す
る
消
費
関
数
に
変
換
し
得
る
な
ら
ば
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
次
に
そ
の
方
法
を
説
明
し
ょ
う
。

　
今
可
処
分
所
得
を
ｘ
、
消
費
支
出
総
額
を
ｒ
、
項
目
別
支
出
を
巧
で
表
わ
し
、
消
費
関
数
を

勤
労
老
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）

四
五
（
五
二
九
）
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諜
温
滞
灘

四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
司
禽
申
斗
識
ｋ
　
　
　
　
　
　
　
董
蝿
糾
圧
議
瀞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
養
雌
糾
圧
議
強
一
、
１
ー
ト
十
曳
ｋ

　
　
魅
四
智
糾
圧
一
さ
１
－
ぶ
十
ぎ
ｋ
　
　
　
　
　
５
箏
１
Ｉ
ｓ
、
十
ぎ
共
、

そ
し
て
、
可
処
分
所
得
Ｘ
と
消
費
支
出
総
額
Ｋ
と
の
相
関
が
非
常
に
高
い
と
仮
定
す
る
と
、

（
五
三
〇
）

と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

次
の
関
係
が
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
浜
バ
葦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

し
た
が
っ
て
、
消
費
支
出
総
額
に
対
す
る
項
目
別
消
費
関
数
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、
可
処
分
所
得
ｘ
に
対
す
る
消
費
支
出
総
額

ｙ
の
回
帰
直
線
を
計
算
し
て
そ
の
傾
斜
Ｂ
と
切
片
五
と
を
得
、
ま
た
ｘ
と
ｒ
の
相
関
係
数
を
求
め
て
相
関
が
高
い
こ
と
を
確
認
す
る

と
、
の
ド
よ
っ
て
可
処
分
所
得
Ｘ
に
対
す
る
項
目
別
消
費
関
数
の
傾
斜
勾
と
切
片
的
の
近
似
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
可
処
分

所
得
と
消
費
支
出
総
額
の
相
関
は
非
常
に
高
い
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
法
で
実
用
上
十
分
な
精
度
の
可
処
分
所
得
に
対
す

る
項
目
別
消
費
関
数
が
得
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
消
費
支
出
の
時
間
的
比
較
は
実
質
消
費
支
出
に
よ
ら
た
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
か
ら
、
消
費
関
数
も
実
質
消
費
支
出
の
デ
ー
タ

か
ら
算
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
表
さ
れ
て
い
る
消
費
関
数
は
名
目
の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ

れ
を
実
質
の
デ
ー
タ
に
よ
る
消
費
関
数
に
修
正
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
行
な
う
こ
と
が
で

き
る
。
今
名
目
消
費
関
数
に
ダ
ッ
シ
ュ
を
っ
げ
て
実
質
消
費
関
数
を
表
わ
し
、
可
処
分
所
得
ｘ
に
対
す
る
消
費
関
数
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
四
董
購
彊
薄
　
　
　
　
　
　
　
楳
蝿
董
滝
彊
簿

　
　
　
　
　
　
冒
い
『
讐
－
－
い
　
い
以
∴
い
　
　
　
　
　
　
　
一
一
。
。
、

と
す
る
と
、
総
合
物
価
指
数
を
ｐ
、
類
別
物
価
指
数
を
力
で
表
わ
す
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
、
１
１
｝
～
　
　
　
　
　
ｓ
・
１
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
仁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
　
　
　
　
　
吋

　
　
　
　
　
　
雫
１
ｌ
ｂ
　
　
　
　
　
ト
・
１
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

が
成
り
立
（
｛
故
に
・
項
目
別
消
費
関
数
の
場
合
は
名
目
の
傾
斜
え
号
を
乗
じ
切
片
・
言
で
割
る
こ
と
に
ょ
つ
て
実
質
化
す

る
こ
と
が
で
き
、
総
額
の
消
費
関
数
の
時
は
名
目
の
傾
斜
Ｂ
は
修
正
の
必
要
が
な
く
切
片
五
を
戸
で
除
せ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
名
目

消
費
関
数
の
場
合
は
項
目
別
の
係
数
の
和
は
総
額
の
係
数
に
等
し
い
す
な
わ
ち
ｂ
ｌ
Ｉ
】
Ｐ
ト
ー
１
】
、
で
あ
る
が
、
実
質
消
費
関
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

時
は
こ
の
加
法
性
が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
２
　
以
上
の
方
法
で
可
処
分
所
得
Ｘ
に
対
す
る
実
質
消
費
関
数
を
求
め
る
と
表
６
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
６
に
お
い
て
人
口
５
万

以
上
の
都
市
を
４
０
年
の
代
り
に
３
７
年
と
し
た
の
は
、
　
『
家
計
調
査
年
報
』
の
消
費
関
数
が
３
７
年
ま
で
は
現
金
実
収
入
階
級
別
の
結
果

で
あ
っ
た
が
３
８
年
か
ら
年
問
収
入
階
級
別
の
結
果
に
変
っ
た
た
め
に
、
３
０
年
と
４
０
年
の
消
費
関
数
は
比
較
し
得
な
く
な
っ
た
の
で
、

止
む
を
得
ず
３
７
年
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
全
国
の
可
処
分
所
得
と
消
費
支
出
総
額
の
相
関
係
数
は
４
０
年
が
◎
・
睾
爵
　
４
７
年
が

◎
．
竃
。
・
ト
　
５
４
年
が
◎
．
８
葛
で
あ
っ
て
両
老
の
相
関
は
非
常
に
高
い
か
ら
、
説
明
変
数
の
変
換
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
消
費
関
数
の
係
数

～
・
的
の
誤
差
は
十
分
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
消
費
支
出
総
額
の
消
費
関
数
の
変
化
を
み
る
と
、
３
０
１
３
７
年
と
４
０
１
４
７
年
は

　
　
　
勤
労
者
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
五
三
一
）
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切
片
ｏ
が
大
き
く
た
り
煩
斜
ろ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

４
７
１
５
４
年
は
ｏ
、
ろ
共
に
少
し
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

消
費
関
数
の
変
化
を
消
費
支
出
水
準
の
変
動
と
併
せ
て
理
解
す
る
た

め
に
は
、
実
際
の
所
得
の
範
囲
内
で
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
年
問
収
入
階
級
別
デ
ー
タ
の
可
処
分
所
得
（
最
低
と
最
高
の
所

得
階
級
は
除
く
）
の
範
囲
内
で
消
費
関
数
を
描
い
た
の
が
図
２
で
あ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
消
費
関
数
の
変
化
の
状
態
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ

う
（
３
０
年
と
３
７
年
の
消
費
関
数
は
４
０
年
以
降
の
消
費
関
数
と
比
較
で
き
た
い

の
で
作
図
し
な
か
っ
た
）
。

　
消
費
関
数
の
変
化
は
普
通
は
漸
次
的
で
あ
る
か
ら
２
時
点
の
比
較

に
よ
っ
て
そ
の
間
の
変
化
の
傾
向
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
４
８
年
以

降
の
イ
ソ
フ
レ
の
時
期
に
は
消
費
関
数
は
急
激
た
変
化
を
示
し
た
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
４
７
年
と
５
４
年
の
比
較
か
ら
は
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
五
分
位
階
級
別
デ
ー
タ
か
ら
計
算
し
た
４
７
年
以
降
の
消

費
支
出
総
額
の
消
費
関
数
の
係
数
ｏ
、
ろ
の
推
移
を
み
る
と
表
７
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、
４
９
１
５
１
年
に
ｏ
は
激
減
し
６
は
急
増
し
て
お
り
、

５
２
年
か
ら
元
の
傾
向
的
な
変
化
の
軌
道
に
戻
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
八
（
五
三
二
）

）格価年
５
０和幅数関費消質実

るす対に得所分処可６表

類分犬Ａ

円
８
８
８
１
３
７
９
０
１
９

（
Ｕ
　
Ｑ
Ｕ
１
Ｉ
一
　
７
１

０
　
４
　
２
　
ｏ
ｏ
　
ｎ
◎

ｏ

，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

４
　
５
，
　
　
　
　
　
　
，

年

２
６
２
７
９
３
一

４
　
’
ｏ
　
１

４
１
５

－

ｏ
ｏ
　
３
　
Ｆ
ｏ
　
（
ｏ
　
７
６
　
０
　
ｎ
０
　
１
↓
　
７

（
０
　
１
↓

（
Ｏ
　
（
Ｏ

国
　
ろ

（
０
　
１
・
一
　
（
）
　
０
　
０
０
一
〇
一
〇
一
〇
・
０
・

１
↓
　
２
■
　
　
　
　
　
　
■

（
）
　
０

円
０
６
３
８
４
０
４
４
２
４

（
ｏ
　
８

４
　
６

ｏ

（
Ｕ
　
４
，
　
　
　
　
　
　
，

２
　
５

年

■

７
‘
１
４

０
　
４
　
２
　
４
　
４
一
〇
　
Ｆ
ｏ
　
５
　
１
↓
　
８

ｏ
ｏ
　
Ｅ
ｏ

６

’
０
　
１
・
一
　
〇
　
（
）
　
（
）
■
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
．

Ｆ
Ｏ
　
Ｏ
Ｊ
１
↓
　
１
１
一

●
　
　
　
　
　
　
■

０
　
０
　
０
　
０
　
０

（
リ
　
（
）

１円３
０
６
７
０
６
５
４
２
３

８
　
ｏ
ｏ

全

７
　
０
　
０
　
０
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，

４
　
３

ｏ

２
　
２
　
，

１
４
１
７
４
１
一

７

年

－

ｏ
１
４

３
　
４
　
一
〇
　
０
　
０
１
１
　
８
　
４
　
ｎ
ｚ
　
Ｏ

２
　
９

Ｆ
ｏ
　
Ｏ

ろ

７
　
１
・
一
　
（
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を
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を
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７
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０
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０
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損
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勤
労
者
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）

な
お
４
９
１
５
１
年
の
消
費
関
数
の

急
変
は
、
第
ユ
ー
第
ｖ
階
級
が

支
出
を
削
減
し
た
の
に
対
し
て

第
Ｖ
階
級
の
み
が
支
出
を
大
き

く
ふ
や
し
た
こ
と
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
第
Ｖ
階
級

を
除
い
て
第
Ｉ
ｌ
第
ｗ
階
級
の

消
費
関
数
を
計
算
す
る
と
表
７

の
カ
ッ
コ
内
の
値
で
あ
り
、
ｏ
，

６
の
変
化
の
程
度
は
相
当
緩
和

さ
れ
る
。

　
次
に
、
先
に
み
た
消
費
支
出

総
額
の
消
費
関
数
の
変
化
の
意

　
義
を
考
え
て
み
よ
う
。
切
片
ｏ

　
は
直
線
（
し
た
が
っ
て
消
費
支
出
）

　
の
水
準
を
観
定
し
、
６
が
一
定

　
の
時
は
ｏ
が
大
き
い
程
消
費
支

四
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三
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五
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別
関
　
　
第
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費
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階
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出
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数
算

分
名
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の
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五
た
め
内
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し
求
コ
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国
出
て
ツ
を
る

全
算
し
カ
級
あ

　
ら
化
　
　
階
で

１
）
　
　
　
２
）

注

出
総
額
の
消
費
関
数
は
ｏ
が
大
き
く
な
り
６
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
り

明
瞭
に
現
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
項
目
別
消
費
関
数
の
場
合
は
、
各
項
目
乃
消
費
需
要
の
充
足
度
と
緊

要
度
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
そ
れ
を
考
察
し
よ
う
。

　
消
費
関
数
の
係
数
ｏ
，
６
の
変
化
は
増
加
、
減
少
、
不
変
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
不
変
の
場
合
が
な
い
と
す
る
と
、
消

費
関
数
の
変
化
は
次
の
四
っ
の
タ
ィ
プ
に
分
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
３
参
照
）
。

　
　
○
増
加
、
ろ
増
加
（
タ
イ
プ
ー
）
　
　
　
ｏ
増
加
、
ろ
減
少
（
タ
イ
プ
２
）

　
　
○
減
少
、
ろ
増
加
（
タ
イ
ブ
３
）
　
　
　
ｏ
減
少
、
６
減
少
（
タ
イ
プ
４
）

そ
し
て
ｏ
、
ろ
不
変
の
場
合
を
考
え
る
と
、
次
の
五
つ
の
タ
イ
プ
が
加
わ
る
、

　
　
○
増
加
、
ろ
不
変
（
タ
イ
プ
５
）
　
　
　
ｏ
減
少
、
ろ
不
変
（
タ
イ
ブ
６
）

　
　
○
不
変
、
ろ
増
加
（
タ
イ
。
フ
７
）
　
　
　
ｏ
不
変
、
６
減
少
（
タ
イ
プ
８
）

　
　
○
不
変
、
ろ
不
変
（
タ
イ
プ
９
）

　
　
　
勤
労
者
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計
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統
計
的
研
究
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
五
三
五
）

出
の
水
準
は
よ
り
高
い
の
で
あ
り
、
傾
斜
ろ
は
増
加
所
得
の
う
ち
消

費
支
出
の
増
加
に
向
げ
ら
れ
る
分
の
割
合
（
隈
界
消
費
性
向
）
を
示
し
、

○
が
一
定
の
場
合
は
ろ
が
大
き
い
程
高
所
得
層
と
低
所
得
層
の
消
費

支
出
の
格
差
は
よ
り
大
き
く
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
水
準
が
上

昇
し
所
得
格
差
が
縮
小
す
る
な
ら
ぱ
、
消
費
支
出
水
準
が
高
く
な
り

消
費
支
出
格
差
は
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
一
般
に
消
費
支

　
　
　
　
　
　
、
し
か
し
所
得
水
準
の
上
昇
が
僅
か
な
時
は
こ
れ
が
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こ
の
う
ち
タ
イ
プ
９
は
前
と
同
じ
直
線
で
あ
る
か
ら
消
費
関
数
に
変
化

が
な
い
場
合
で
あ
り
、
タ
イ
プ
５
と
７
は
タ
イ
プ
ー
と
同
様
に
前
の
直

線
の
上
を
通
り
、
タ
イ
ブ
６
と
８
は
タ
イ
プ
４
と
同
じ
よ
う
に
下
を
通

る
か
ら
、
タ
ィ
ブ
ー
、
タ
ィ
プ
４
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
消
費
支
出
が
ふ
え
る
場
合
、
家
計
は
最
小
の

費
用
で
最
大
の
効
用
を
得
る
よ
う
に
各
項
目
に
対
す
る
支
出
を
決
定
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
各
項
目
の
消
費
需
要
の
充
足
度
と
そ
の
時

そ
の
時
の
緊
要
度
と
が
大
き
く
影
響
す
る
の
で
あ
っ
て
、
家
計
は
各
項

目
に
お
げ
る
充
足
度
の
バ
ラ
ソ
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
緊
要
度
の
高
い

も
の
か
ら
順
に
可
能
な
限
り
充
足
度
を
高
め
る
よ
う
に
行
動
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

　
　
○
Ｄ
　
消
費
需
要
の
充
足
度
が
（
所
得
階
級
に
よ
っ
て
格
差
は
あ
る
も
の
の
）
一
般
に
比
較
的
高
い
段
階
に
あ
り
、
今
直
ち
に
充
足
度

　
を
大
き
く
高
め
る
必
要
が
な
い
項
目
の
場
合
は
、
所
得
水
準
が
上
昇
す
る
時
そ
の
項
目
の
支
出
は
大
き
く
な
る
が
限
界
消
費
性
向

　
は
以
前
よ
り
も
小
さ
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ｏ
は
大
き
く
た
る
が
ろ
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
（
タ
ィ
プ
２
）
・

　
　
似
　
消
費
需
要
の
充
足
度
が
一
般
に
低
い
段
階
に
あ
り
、
早
く
充
足
度
を
高
め
た
い
意
向
が
強
い
項
目
の
場
合
は
、
所
得
水
準

が
上
昇
し
て
そ
の
項
目
の
支
出
が
増
加
す
る
時
限
界
消
費
性
向
は
前
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ｏ
は
上
昇
し
ろ

も
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
（
タ
ィ
プ
ー
）
。
そ
し
て
、
ろ
が
著
し
く
増
加
し
た
た
め
に
ｏ
が
低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
（
タ
ィ
プ
３
）
・

ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
タ
イ
プ
７
次
い
し
は
タ
イ
プ
５
の
こ
と
も
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
充
足
度
が
低
く
と
も



緊
要
度
が
高
く
な
げ
れ
ば
タ
ィ
プ
２
に
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
側
消
費
需
要
の
充
足
度
が
一
般
に
１
相
当
局
い
段
階
に
あ
る
費
目
で
は
、
所
得
水
準
が
上
昇
す
る
時
そ
の
項
目
の
支
出
は
極
く

僅
か
し
か
ふ
え
た
い
た
め
に
、
ろ
だ
げ
で
は
た
く
ｏ
も
低
下
す
る
場
合
が
あ
り
（
タ
ィ
一
フ
４
）
、
ま
た
時
に
は
タ
イ
プ
８
な
い
し
は

　
タ
ィ
プ
６
の
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
所
得
水
準
が
上
昇
し
消
費
支
出
が
増
加
す
る
に
っ
れ
て
各
項
目
の
充
足
度
が
高
ま
っ
て
い
き
、
そ
れ
に
応
じ
て
消
費
関
数
は
変
化

す
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
は
タ
イ
ブ
ー
ま
た
は
３
で
あ
り
、
次
に
タ
ィ
プ
２
に
な
り
、
最
後
に
タ
ィ
プ
４
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
・
そ
し
て
、
新
製
品
の
出
現
や
生
活
様
式
の
変
化
あ
る
い
は
そ
の
他
の
客
観
的
、
主
観
的
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、

各
項
目
の
消
費
需
要
の
充
足
度
や
緊
要
度
が
変
る
場
合
に
１
は
消
費
関
数
の
変
化
の
傾
向
が
変
り
、
ま
た
突
発
的
な
出
来
事
に
よ
っ
て

一
時
的
に
激
変
す
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
３
　
さ
て
以
上
の
消
費
関
数
の
変
化
の
タ
イ
プ
を
基
礎
に
項
目
別
消
費
関
数
の
変
化
の
特
徴
を
調
べ
、
消
費
支
出
総
額
の
限
界
消

費
性
向
ろ
の
変
化
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
表
８
は
表
６
の
消
費
関
数
の
変
化
の
タ
イ
プ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
３
０
１
３
７
年
は
住
居
費
と
被
服
費
の
み
が
タ
ィ
プ
ー
で
あ
り
そ
の
他
の
項
目
は
タ
ィ
プ
２
で
あ
っ
て
、
消
費
支
出
総
額
の
６
の

減
少
は
主
と
し
て
食
料
費
と
雑
費
（
そ
の
他
）
の
ろ
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
４
０
１
４
７
年
も
住
居
費

と
雑
費
（
財
サ
一
ビ
ス
）
の
み
が
タ
イ
プ
ー
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
項
目
は
タ
イ
プ
２
で
あ
り
、
消
費
支
出
総
額
の
ろ
の
低
下
は
主
に

食
料
費
・
雑
費
（
そ
の
他
）
と
被
服
費
の
６
の
低
下
に
よ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
４
７
１
５
４
年
は
食
料
費
と
住
居
費
の
み
が
タ
イ
プ

２
で
あ
り
被
服
費
は
タ
ィ
プ
４
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
光
熱
費
と
雑
費
（
財
サ
ー
ピ
ス
）
は
タ
イ
プ
ー
、
雑
費
（
そ
の
他
）
は
タ
イ

プ
３
に
ー
な
っ
て
お
り
、
消
費
支
出
総
額
の
ろ
の
微
増
は
食
料
費
と
住
居
費
の
ろ
の
減
少
が
雑
費
（
財
サ
ー
ピ
ス
）
と
雑
費
（
そ
の
他
）
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フイタの化変の数関費消質実８表
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５

２
２
２
２
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ｔ

０
０
　
Ｆ
Ｏ
｛
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２
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２
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２
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３
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３
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２
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２
２
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２
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２
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１
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２
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１

２

２
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１

２
３
　
２
３
１
　
　
“

４
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２
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年

７
３

４
２
　
１
　
１

“
　
　
ホ

２
　
３
　
５
　
１

１
・
一
　
　
り
＾

１
↓
２

２
　
５
５

２

４
　
　
１
　
１

～
０

２
“

２
２
｝

２

１

２

１

２

２
“

３
１

・

｝

｝

｝

出 　
食
品
品
食
費

　
代
繕
料
器
費

　
代
代
勲
費

　
料
品
費
　
り

箪
一
｝

金
費
他
料
費

　
　
　
食
　
　
食
料
　
　
好

地
修　
什
道

　
　
光
気
ス

）

支

わ

他
り

険

居
賃
備

具

熟

の

辰
　
　
ま

のそ
送

担
の
保
際

費

月
　
　
の

（

　
主
副
し
外
食

　
家
設
水
家
住

害

消

　
電
ガ
他
光

　
衣
身
被

纐
仕
負
そ
損
交

○

す示をとこ
“
』

デし動変くき大がｂま引注

の
６
の
増
加
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
項
目
別
に
み
る
と
、
食
料
費
は
３
０
年
代
か
ら
ず
っ
と
タ
ィ
プ
２
で
あ
る
が
、
被
服
費
は
３
０
年
代
は
タ
ィ
プ
ー
で
あ
り
・
４
０

年
代
の
高
度
成
長
期
に
タ
ィ
プ
２
に
な
り
、
そ
の
後
の
イ
ソ
フ
レ
・
低
成
長
期
に
は
タ
イ
プ
４
に
な
っ
た
。
そ
し
て
住
居
費
は
３
０
１

４
７
年
の
高
度
成
長
期
に
は
タ
イ
ブ
ー
で
あ
っ
た
が
、
イ
ソ
フ
レ
・
低
成
長
期
に
タ
イ
プ
２
に
な
っ
た
・
こ
れ
に
対
し
て
雑
費
（
財
サ

、
ビ
ス
）
と
雑
費
（
そ
の
他
）
は
３
０
年
代
は
タ
イ
プ
２
で
あ
っ
た
が
、
４
０
年
代
の
高
度
成
長
期
に
前
者
が
タ
グ
ブ
ー
に
変
り
・
後
者
も

イ
ソ
プ
レ
．
低
成
長
期
に
タ
イ
プ
３
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
３
０
年
代
に
タ
イ
プ
２
で
あ
っ
た
の
は
消
費
需
要
の
充
足
度
が
比
較
的
高

い
段
階
に
あ
っ
た
た
め
で
は
た
く
、
項
目
の
性
質
上
緊
要
度
が
低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
光
熱
費
は
３
０
１
４
７
年



の
高
度
成
長
期
に
は
タ
イ
プ
２
で
あ
っ
た
の
が
イ
ソ
フ
レ
・
低
成
長
期
に
タ
イ
プ
ー
に
変
３
た
の
は
、
家
庭
用
電
化
機
器
の
普
及
、

高
度
化
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
は
大
分
類
項
目
の
消
費
関
数
の
変
化
で
あ
る
が
、
更
に
中
分
類
項
目
の
変
化
を
調
べ
よ
う
。
ま
ず
食
料
費
で
は
主
食
は
既
に

３
０
１
３
７
年
に
タ
イ
プ
４
で
あ
り
、
副
食
品
は
全
期
問
タ
イ
プ
２
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
し
好
食
品
と
外
食
は
３
０
１
３
７
年
は
タ
イ
プ
ー

で
あ
っ
た
が
外
食
は
４
０
１
４
７
年
か
ら
、
ま
た
し
好
食
品
は
４
７
１
５
４
年
に
タ
イ
プ
２
に
な
っ
た
。
次
に
住
居
費
で
は
家
賃
地
代
は
全
期

間
タ
壬
フ
２
で
あ
り
、
設
備
修
繕
は
タ
ィ
プ
３
か
ら
タ
イ
プ
２
を
経
て
タ
イ
プ
４
に
変
っ
た
の
に
対
し
て
、
家
具
什
器
は
全
期
問
タ

エ
フ
ー
ま
た
は
３
で
あ
り
、
水
道
料
は
タ
イ
ブ
５
か
ら
タ
イ
プ
２
に
ー
た
っ
た
が
４
７
１
５
４
年
に
は
タ
イ
プ
ー
に
た
っ
て
い
る
。
“
光
熱
費

で
は
電
気
ガ
ス
代
が
水
道
料
と
同
様
に
タ
イ
プ
ー
か
ら
タ
ィ
プ
２
に
な
っ
た
が
再
び
タ
イ
ブ
ー
に
戻
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
光

護
全
期
問
タ
イ
プ
２
で
あ
る
。
被
服
費
を
衣
料
が
３
０
１
葦
は
タ
イ
プ
・
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
タ
イ
プ
・
に
盲
、
身
の
ま

わ
り
品
も
タ
イ
プ
２
で
あ
っ
た
が
４
７
１
５
４
年
に
は
タ
イ
プ
４
に
，
な
っ
た
。
雑
費
（
財
サ
、
ピ
ス
）
で
は
保
健
医
療
は
タ
ィ
プ
２
で
あ
っ

た
の
が
タ
イ
プ
ー
に
変
り
次
に
再
び
タ
ィ
プ
２
に
戻
っ
て
お
り
、
理
容
衛
生
は
タ
ィ
プ
５
か
ら
タ
ィ
プ
２
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

交
通
通
信
は
タ
イ
プ
５
、
タ
イ
プ
ー
で
あ
っ
た
が
４
７
１
５
４
年
に
，
は
タ
イ
プ
２
に
た
り
、
ま
た
４
５
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
自
動
車
等
関
係

費
は
タ
イ
プ
５
で
あ
る
。
次
に
教
育
は
タ
イ
ブ
２
か
ら
タ
イ
プ
４
に
な
り
、
ま
た
文
房
具
は
タ
イ
プ
３
が
タ
イ
プ
５
に
な
っ
た
の
に

対
し
て
・
教
養
娯
楽
は
タ
イ
プ
ー
か
ら
タ
イ
プ
２
に
変
っ
た
が
４
７
１
５
４
年
に
は
再
び
タ
イ
ブ
３
に
な
っ
た
。
最
後
に
た
ほ
こ
は
タ
イ

プ
ー
・
タ
壬
フ
５
で
あ
っ
た
が
４
７
１
５
４
年
に
タ
イ
プ
２
に
な
っ
た
。
雑
費
（
そ
の
他
）
で
は
３
０
１
３
７
年
は
全
部
タ
イ
プ
２
で
あ
っ
た

が
、
４
０
－
４
７
年
は
タ
イ
プ
３
ま
た
は
ユ
が
ふ
え
、
４
７
１
５
４
年
は
全
部
タ
ィ
プ
３
ま
た
は
１
に
な
っ
た
。

　
以
上
要
す
る
に
、
３
０
年
以
降
の
高
度
成
長
期
か
ら
イ
ソ
フ
レ
・
低
成
長
期
ま
で
の
２
４
年
間
に
お
げ
る
消
費
関
数
の
変
化
は
、
主
食
、

　
　
　
　
勤
労
者
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）
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副
食
品
、
家
賃
地
代
、
身
の
ま
わ
り
品
等
の
必
需
性
の
強
い
項
目
は
全
期
問
を
通
じ
て
タ
イ
プ
２
た
い
し
は
４
で
あ
り
、
そ
の
他
の

必
需
的
項
目
や
蓉
修
的
、
選
択
的
項
目
は
最
初
は
タ
イ
プ
ー
、
３
ま
た
は
５
で
あ
っ
て
次
に
タ
イ
プ
２
、
タ
イ
プ
４
に
変
っ
て
お
り
、

た
だ
水
道
料
、
電
気
ガ
ス
代
と
教
養
娯
楽
の
み
は
イ
ソ
フ
レ
・
低
成
長
期
に
タ
イ
ブ
ー
ま
た
は
３
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
外

的
に
家
具
は
全
期
問
を
通
じ
て
、
ま
た
文
房
具
は
４
０
年
以
降
タ
イ
ブ
ー
、
３
ま
た
は
５
で
あ
っ
た
。
以
上
の
項
目
と
違
っ
て
財
と
サ

ー
ピ
ス
を
購
入
す
る
も
の
で
は
な
い
雑
費
（
そ
の
他
）
で
は
、
最
初
は
タ
イ
プ
２
で
あ
っ
て
後
に
タ
イ
プ
３
ま
た
は
１
に
変
っ
て
お

り
、
４
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
支
出
が
堅
調
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
こ
れ
の
完
全
な
証
明
は
煩
雑
で
あ
る
の
で
、
正
確
性
を
欠
く
き
ら
い
は
あ
る
が
簡
単
な
や
り
方
で
証
明
し
よ
う
。
可
処
分
所
得
Ｘ
と
消

　
　
　
費
支
出
総
額
ｙ
の
相
関
が
非
常
に
．
高
い
時
は
、
ｙ
と
回
帰
ナ
は
ほ
ぼ
等
し
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
予
Ｈ
Ｈ
ト
十
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
れ
を
ｒ
を
説
明
変
数
と
す
る
項
目
別
回
帰
一
巧
に
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
ざ
米
１
－
£
、
十
ぎ
＊
、
小
£
箏
十
ぎ
半
（
ト
十
菖
Ｈ
（
ぶ
半
十
ぎ
半
｛
）
十
（
ぎ
半
饒
）
｛

　
　
　
と
な
り
、
こ
れ
は
Ｘ
を
説
明
変
数
と
す
る
項
目
別
回
帰
均
に
ほ
か
た
ら
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
と
ｙ
の
相
関
が
高
い
蒔
は
・

　
　
　
　
　
　
　
£
十
ぶ
＊
十
｝
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
小
“
一
畠

　
　
　
が
い
え
る
。

　
　
（
２
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
２
２
１
２
４
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
２
６
べ
－
ジ
。



　
　
　
　
八
　
む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
５
節
に
わ
た
っ
て
昭
和
３
０
年
以
降
の
勤
労
者
家
計
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
消
費
生
活
の
量
的
向
上
を
家
計
収
支
と
の
関
連
で
調

べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
を
基
礎
に
し
て
所
得
階
級
別
、
世
帯
人
員
別
、
世
帯
主
の
年
齢
階
級
別
、
地
域
別
等
の
分
析
を

行
な
う
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
用
い
た
消
費
需
要
の
充
足
度
と
緊
要
度
の
概
念
に
よ
る
消
費
支
出
の
分
析
の

有
効
さ
を
確
か
め
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
従
来
か
ら
家
計
分
析
で
は
消
費
支
出
を
必
需
的
支
出
と
著
像
的
、
選
択
的
支
出

と
に
区
別
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
購
入
す
る
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
に
基
づ
く
区
別
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
げ
で

は
消
費
支
出
の
変
動
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
更
に
消
費
需
要
が
現
在
ど
の
程
度
ま
で
充
足
さ
れ
て
い
る
か
を
考
慮
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
・
す
た
わ
ち
、
あ
る
項
目
の
支
出
が
大
き
く
な
り
消
費
需
要
が
よ
り
多
く
充
足
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
・
そ
の
項
目
の
支
出
の
増
加
は
鈍
化
し
て
い
く
の
に
ー
対
し
て
、
ま
だ
消
費
需
要
の
充
足
度
が
不
十
分
な
項
目
へ
の
支
出
の
増
加

は
加
速
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
緊
要
度
が
関
係
す
る
の
で
あ
っ
て
、
緊
要
度
の
高
い
項
目
か
ら
支
出
増
加
が
な

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
必
需
的
な
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
含
む
項
目
は
よ
り
早
く
充
足
度
の
高
い
段
階
に
到
達
し
、

ま
た
緊
要
度
も
高
い
の
に
１
対
し
て
、
著
修
的
、
文
化
的
な
財
と
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
含
む
項
目
は
充
足
度
の
天
井
が
高
い
上
に
緊
要
度

が
低
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
か
く
て
消
費
支
出
の
時
問
的
比
較
に
は
消
費
需
要
の
充
足
度
と
緊
要
度
の
概
念
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ど
れ
だ
げ
有
効
か
は
今
後
の
消
費
支
出
分
析
の
成
果
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
な
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。

勤
労
者
家
計
の
統
計
的
研
究
（
関
）

五
七
（
五
四
一
）




